Two Cultures in Right-Wing Social Movement: The Interactive Process of Uyoku-Minzokuha and Right-Wing Civic Group by 宮城 佑輔



































う点において、ブルデューの「界 champ」の概念構成の意図するところに近い（Bourdieu and 
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として「朝まで生テレビ！」（テレビ朝日、1990 年２月 24 日放送）が挙げられる4。同番組
においては、長崎市長への狙撃に関して、テロリズムという手段自体は評価しないが動機
に対して共感を述べる者がいる一方で、動機も手段も評価する者もみられた。 




























































































































































































                                                   
12 有門大輔は 1974 年生まれ。〈右翼・民族派〉的な歴史的知識を持ちながら、NPO の立ち
上げ等の市民運動的な運動方法を実践してきた。行動保守の運動にも関わり、頻繁に更新
されるブログと併せて、運動界隈でも大きな存在感を放っている。 
13 瀬戸弘幸は 1952 年生まれ。発言部分は 2016 年 10 月 16 日に開催された「都知事選の明
暗と桜井新党への期待」（在特会埼玉支部と福島支部の共催）による瀬戸の発言の文字起こ
しである。 
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